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性

幣

と

陣

訓

法

幣

と

陸

劃

小

島

昌

太

郎

近
清
白
上
海
某
紙
の
記
事
に
よ
る
と
、
「
陪
剥
貼
水
消
滅
平

調
反
得
升
水
」
と
い
ム
大
見
出
を
附
け
て
、
院
剥
が
法
幣
と
の

間
に
、
モ
白
割
引
翠
が
消
滅
し
た
ば
か
り
で
た
く
、
却
っ
て
、

若
干
白
プ
レ
ミ
ア
ム
さ
へ
付
〈
干
う

ι在
っ
た
こ
と
を
大
々
的

に
報
等
し
て
居
る
。

己
L

に
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
と
い
ふ
隣
劃
と
は
、
主
と
し

て
「
薩
劃
支
面
市
」
の
と
と
で
あ
っ
て
、
と
れ
は
、
上
海
の
銀
行
銭

一
定
の
推
保
を
提
出
し
て
、
上
海
銀
行
業
同
業
公
舎
聯

拡
が
、

合
準
備
委
員
合
か
ら
交
付
を
受
け
て
、
そ
白
金
融
取
引
の
支
排

に
用
ゐ
る
小
切
手
で
あ
る
。
己
れ
は
現
金
主
以
て
決
済
せ
ら
れ

危
い
小
切
手
で
あ
っ
て
、
且
つ
己
れ
を
以
て
外
貨
を
買
ふ
と
と

は
禁
止
せ
ら
れ
て
居
る
も
D
で
あ
る
。
併
し
、
と
の
外
忙
も
、
銀

行
や
鏡
荘
が
、
自
己
白
信
別
に
よ
っ

τ務
行
ず
る
「
同
業
匪
劃
」

左
る
も
の
が
あ
る
。
己
れ
も
同
様
に
、
現
金
に
も
友
ら
や
、
外

帯
五
十
一
一
一
巻

F又

第

抗

A 

貨
に
も
友
ら
た
い
も
の
?
、
と
の
雨
者
が
上
海
の
金
融
市
場
に

於
て
一
般
に
陪
劃
と
稀
せ
ら
れ
て
居
る
レ
の
で
あ
る
。
い
ま
、

法
幣
に
針
し
て

b

プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
居
る
も

の
は
、
と
の
雨
者
共
に
の
と
と
で
あ
る
か
、
前
者
だ
け
の
と
と

で
あ
る
か
は
明
瞭
に
分
ら
左
い
。

一
九
三
七
年
の
第
一
次
預
金
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
安
定
金
融
補

古

ι
榊
開
法
に
よ
っ
て
、
上
海
銀
銭
前
業
公
合
が
「
同
業
庭
訓
L
を、

法
幣
に
も
外
貨
に
も
換
は
り
得
友
一
い
も
む
と
し
た
と
き
に
は
、

法
幣
が
甚
だ
し
く
デ
フ
レ
朕
態
で
あ
っ
た
と
共
に
、
と
の
新
ら

し
い
隠
劃
た
る
も

D
K
一
般
白
信
用
も
な
か
っ
た
の
で
、
師
陣
劃

の
法
幣
へ
の
寅
買
に
は
甚
だ
高
い
割
引
率
が
支
捌
は
れ
た
も
り

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
次
第
に
向
く
な
り
、
一
九
三
九
年

七
月
一
七

l
一一一

-
H
及
び
二
四
二
九
日
の
最
高
相
揚
は
一
干

元
に
つ
昔
二
七

O
一
疋
で
あ
っ
た
。
か
や
う
校
嘗
て
の
高
制
引
率

を
思
う
て
見
る
と
、
今
円
陸
部
に
逆
に
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
く
と

い
ふ
と
と
は
、
巨
忙
異
常
白
現
象
と
考
へ
ら
れ
、
金
融
界
白
ト

ピ
ッ
ク
と
た
る
の
も
常
然
の
と
と
L
言
へ
る
で
あ
ら
う
。

上
海
の
イ
・
ヵ

I

Y
民
は
、
最
近
、
私
の
著
書
「
支
那
に
於

訓著「支那に於ける特珠通貨白研究」参照。



け
る
特
殊
通
貨
白
研
究
し
を
異
常
の
好
意
を
以
て
詳
細
に
紹
介

し
て
央
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
文
字
に
於
て
、
当
序
回

p
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E
9
2
住
吉
町
r
E
と
罫
い
て
居
る
鞘
よ
り
見
れ

ば
、
話
一
例
忙
於
て
は
、
降
謝
な
る
も
の
は
、
信
用
が
友
か
っ
た

ぽ
か
り
で
は
訟
〈
、
む
し
ろ
一
般
に
嫌
悪
さ
れ
て
居
た
も
の
で

あ
っ
た
白
で
あ
る
。
然
る
に
、
最
近
に
至
っ
て
、
法
幣
よ
り
も

む
し
ろ
陸
剖
の
右
が
買
賓
が
ら
れ
る
や
う
に
た
り
、
昨
年
(

九
四
O
年
)
十
二
月
に
は
、

一
千
元
に
針
し
最
低
一
一
克
の
割
引
率

を
現
は
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後
本
年
四
月
頃
ま
で
犬
慣
、

四
一
冗
乃
至
六
元
で
あ
っ
た
が
、
五
月
に
は
一
二
元
五
角
に
急
落
し
、

五
月
二
十
日
、

一
一
花
丘
品
川
、
二
十
三
日
は
途
に
、
五
角

(
0
・0

宜
見
)
に
縮
少
、

六
月
七

H
に
は
、
迭
に
一
一
冗
五
角
の
プ
レ
ミ

7
ム
主
生
じ
、
九
月
に
は
、
そ
の
。
プ
レ
ミ
ア
ム
が
一

O
元
と
詮

り
、
そ
の
後
、
プ
レ
ミ
ア
ム
四
一
花
乃
至
六
元
に
保
合
っ
て
居
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

法

幣

と

匿

割

何
故
に
、
匪
割
が
途
忙
法
幣
に
勝
る
の
貨
幣
倒
他
を
も
つ
に

至
っ
た
か
?
、
そ
の
最
大
白
原
因
は
法
幣
の
イ
ン
フ
レ
で
あ
る

と
言
は
ね
ば
在
ら
ね
。

一
九
三
九
年
六
月
二
十
一
日
の
「
新
安

定
金
融
耕
法
し
に
よ
っ
て
施
行
せ
ら
れ
た
、
上
海
の
第
二
次
軒
以

金
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
、

一
時
、
相
常
に
法
幣
の
デ
フ
レ
を
惹
き

起
し
た
け
れ
E
も
、
同
年
末
に
は
著
し
く
緩
和
せ
ら
れ
、
モ
白

た
め
師
陣
割
所
有
者
も
、
と
れ
を
法
幣
化
す
る
必
要
が
減
宇
し
て

割
引
率
の
一
低
落
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
、
そ
の
後
、
欧
洲

戦
争
C
影
響
に
上
っ
て
、
外
貨
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
減

逗
白
傾
間
に
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
他
方
で
は
見
超
輸
入
が
擦
と

た
っ
た
た
め
に
、
外
資
自
必
要
は
法
幣
需
要
を
増
加
し
、
時
間
羽

割
引
率
は
、
再
び
騰
貴
し
て
五
月
初
旬
に
は
、
最
高
二
丙
五
十

一
冗
に
遺
し
た
。

欧
洲
戦
争
白
横
大
は
、
外
園
商
品
の
愉
入
主
務
官
在
ら
し
め

る
と
共
に
、
法
幣
の
外
資
へ

D
逃
避
は
む
し
ら
引
ヒ
げ
ら
れ
る

傾
向
を
と
り
、
他
方
、
我
図
。
針
貫
廃
封
鎖
は
強
化
せ
ら
れ
、

金
融
界
は
不
振
と
な
り
、
奥
地
物
資
不
足
は
、
責
鹿
の
イ
ン
フ

レ
傾
向
を
榊
犬
し
、
上
海
に
は
法
幣
過
刺
を
窓
き
超
し
、
而
も

第
五
十
=
一
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法

幣

と

国

訓

モ
れ
が
潤
笛
怠
る
投
資
の
遣
を
見
出
し
難
く
友
り
、
綿
糸
綿
布

の
肝
心
は
く
も
一
時
盛
K
行
は
れ
た
が
、
そ
れ
も
行
過
ぎ
の
反
動

安
を
招
い
て
か
ら
は
外
貨
資
法
幣
預
金
白
増
加
と
左
っ
た
か

ら
、
支
那
銀
行
の
中
に
は
法
幣
白
首
座
制
山
金
に
は
、
手
数
料
を

要
求
し
た
り
、
法
幣
預
け
入
れ
を
拒
絶
す
る
も
の
左

E
も
出
来

た
ほ
ど
で
あ
る
。

然
る
に
、
陸
劃
は
元
来
が
、
そ
の
金
受
行
詐
容
額
が
少
い
上

に
重
姿
商
品
、
碓
貫
一
有
償
詮
心
事
、
租
界
土
地
等
白
安
全
た
る
捨

保
を
も
っ
て
居
っ
て
、
そ
れ
が
放
軍
在
る
検
賓
を
経
て
定
期
に

会
表
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
次
第
に
信
認
が
高
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
か
ゃ
う
比
信
認
が
増
大
し
つ
ミ
あ
っ
た
際
に
、
匪
劃

に
封
ず
る
積
極
的
の
需
要
を
惹
き
起
す
事
情
が
費
生
し
た
。
そ

れ
は
、
北
支
物
資
の
貝
付
げ
の
た
め
に
、
匪
劃
が
必
要
具
」
友
つ

た
と
と
で
あ
る
。
最
近
、
天
津
の
法
幣
と
上
海
の
法
幣
と
の
相

場
は
、
上
海
向
は
上
海
訟
幣
一

C
O
冗
に
封
し
て
天
津
法
幣
九

五
元
、
天
枠
向
は
、
上
海
法
幣
一

O
O元
に
劃
し
て
犬
津
法
幣

入
O
一
冗
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
津
に
於
け
る
聯
銀
券
相
揚
は
、

法
幣
一

O
O一
一
ん
に
勤
し
て
、
七
三
国
か
ら
六
一
闘
五

O
に
上
昇

静
五
十
一
一
一
巻

O 

第

披

O 

し
も
江
。
而
も
と
の
聯
銀
裁
の
購
貝
に
は
、
陸
劃
を
別
ゐ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
隠
剤
需
要
は
、
天
津
貿
易
白
荊
躍
と
共
に
、
非
常

に
増
大
し
た
の
一
で
あ
る
。
と
れ
が
、
隠
却
が
法
幣
に
到
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
を
も
つ
に
至
っ
た
積
極
的
の
理
由
で
あ
る
n

更
に
見
逃
す
己
と
の
出
来
な
い
と
と
は
、
最
近
、
法
幣
日
出
金

の
激
増
陀
よ
り
、
上
海
白
支
那
側
銀
行
は
、
法
幣
筑
金
を
歎
迎

し
泣
い
ば
か
り
か
、
己
れ
を
遊
嫌
す
る
傾
向
が
あ
り
、
雁
剖
を

以
て
す
呂
田
山
金
を
欺
迎
す
る
に
至
っ
た
と
と
で
あ
る
。
す
友
は

ち
、
法
幣
の
首
座
預
金
に
は
利
子
を
附
け
泣
い
ば
か
り
で
な
〈

小
切
手
帳
の
受
付
に
際

L
、

の
手
数
料
を
徴
牧
ず
る
も
の
も
出
来
て
来
た
の
で

b
る。

小
切
手
一
一
葉
に
つ
き
二
角
(
二
十

銭
) そ

し
て
、
五
十
元
以
下
の
小
切
手
に
は
、
と
白
手
数
料
を
と
ら

う
と
す
る
傾
向
が
、

一
般
化
せ
ん
と
し
つ
L
あ
る
と
い
ふ
程
で

あ
る
。然

る
に
、
極
劃
の
常
座
預
金
に
針
し
で
は
、
支
那
銀
行
白
多

一
千
一
冗
民
剥
し
て
、
日
歩
五
分
乃
至
一
角
(
五
銭
乃
至
十

の
利
息
を
付
け
て
居
る
。
法
幣
預
金
は
、
無
利
子
で
あ
る

白
K
、
底
割
預
金
は
、
と
の
勘
定
で
行
け
ば
、
年
利
三
分
五
周

ノ
、
キ
ja
、

』

銭



ム
」
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
幣
よ
り
も
陸
割
の
方
が

般
に

好
ま
れ
る
白
は
、
首
然
で
あ
る
。

銀
行
の
立
場
か
ら
言
っ
て
見
る
と
、
隊
劃
は
、
民
岡
二
十
六

「
不
付
法
幣
及
持
購
外

歴年
」の

と安
在定
つ金
て融
、-補

法定
幣緋
にまま、
も に
tx.よ
らワ
十て

外
貨
を
買
占、

と

と
も
Lt¥ 

来
友
い
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
H
の
情
勢
に
於
て
は
、
外

貨
を
買
ム
必
要
も
攻
〈
、
そ
白
法
幣
に
な
ら
む
と
い
ふ
と
と
は
、

現
金
取
付
け
か
ら
完
全
に
保
護
さ
れ
て
居
る
ζ

と
で
あ
っ
て
、

そ
の
支
排
は
、
振
替
に
よ
っ
て
の
み
決
済
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
銀
行
経
皆
上
頗
る
結
構
な
も
の
左
の
で
あ
る
。
法
幣
預

金
は
、
今
日
、
そ
の
利
用
の
途
が
殆
E
左
〈
、
貨
幣
償
怖
が
下

落
の
一
途
セ
辿
り
、
耐
も
、
何
時
取
付
け
に
遭
ふ
か
も
知
れ
ね

危
険
に
咽
れ
て
ゐ
る
。
陸
剖
預
金
は
、
特
に
支
抑
の
準
備
を
す

る
必
要
泣
く
、
そ
の
最
初
の
後
行
の
際
に
、
捨
保
と
し
て
、
上

海
銀
行
業
同
業
会
合
聯
合
準
備
委
員
舎
に
提
出
し
て
あ
る
財
産

が
、
そ
の
ま
t
h

、
預
金
の
支
捌
準
備
の
役
目
bz
も
果
し
て
居
る

の
で
あ
る
。

上
悔
の
か
h
A

る
金
融
界
の
情
勢
の
下
に
、
雁
劃
が
法
幣
区
劃

法

幣

と

匪

劉

し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
を
も
つ
に
至
っ
た
白
で
あ
る
。
金
融
界
の
か

ゃ
う
た
情
勢
が
い
つ
ま
で
槙
〈
か
と
い
ム
乙
と
は
、
見
透
し
を

付
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ら
う
。

4
k
y

、
天
津
向
資
金
白
必
要

か
ら
陸
割
が
需
要
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
と
と
は
、
北
支
産
物
の
山

廻
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一
時
的
事
情
で
あ
る
。
併
し
、
法

幣
イ
V

フ
レ
は
、
重
慶
政
府
白
財
政
窮
乏
と
、
逃
避
資
金
の
蹄

還
・
と
か
ら
、
売
れ
得
な
い
趨
勢
で
あ
る
。
匪
剖
プ
レ
ミ
ア
ム
白

根
本
原
因
は
、
何
と
し
て
も
、
法
幣
の
衰
亡
に
外
在
ら
血
。

私
は
、
前
掲
の
著
作
に
於
て
、
匪
剖
制
度
は
「
法
幣
衰
亡
白

揚
合
に
於
け
る
そ
の
代
用
物
を
、
そ
の
裡
に
用
意
し
て
居
る
」

の
で
あ
り
、
「
事
務
の
進
展
が
、
法
幣
の
衰
亡
を
惹
き
起
す
に

従
っ
て

金
融
市
場
白
混
飢
を
防
ぎ
、
法
幣
に
代
る
一
役
を

勤
む
る
も
の
と
し
て
、
匪
劃
は
、
ま
た
主
要
た
る
地
位
を
占
む

る
も
の
と
な
り
、
金
融
市
揚
に
浮
ぴ
上
る
己
と
L
な
る
に
建
ひ

在
い
L

と
漣
べ
た
と
と
が
、
早
く
も
と
L

に
現
は
れ
た
の
で
あ

る
。
陸
剥
が
プ
レ
ミ
ア
ム
を
も
つ
こ
と
L

な
っ
た
白
で
る
る
。

l
l
一
六
・
六
・
二
O
i
|

第
五
十
三
管

第

腕




